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 次にイノベーションに関する論説をまとめ、本研究に関連するイノベーションの概念を明確にした
 うえで、VCがもたらす積極的なパフォーマンスを論述し、相関的な先行研究をまとめた上で、VC
 とイノベーションの間の緊密な関係を要約した。また、オープンイノベーションの視点から、組織
 間イノベーション(inter-organi瞼tiollalimlovatio11)の優位性も取り、.ヒげた。
 第三章では本研究の中心である既存企業のCVCとイノベーションの関係を論じた。まず、40年
 以上のCVC発展の歴史にははっきりとした.三つの段階が見られる。創成期の60年代後期から70年
 代前半の特徴は、CVCを多角化ツールとして活用す資ものであった。次の80年代は、主に財務リ
 ターンを追求することにあった。現在の第3段階におけるCVCの特徴は、既存企業の高度な知能
 システム(intelligencesystem)としての機能である。アメリカの先行研究によれば・アメリカ
 におけるCVCの発展はVC市場に密接に関連して変動していることを明らかにした。その他に
 CVCの組織構造および価値創造は企業戦略の進化に伴う要求に応じて変化していくとも考えられ
 ている。
 また理論的な観点から第三章では競争優位性の源泉として経営資源・組織能力に焦点を当てる
 ̀`ResOurceBasedView"(以下RBV)という研究アプローチを用いて、CVCと既存企業イノベー
 ションの関係を論じた。RBV理論によって、競争優位の源泉になる資源の効率的な蓄積方法を模
 索することは重要である。特に競争力を高めるために不可欠な方法は外部のコア・コピタンスから
 の吸収と考えられる。この点を途...ヒ国のイノベーションに適用すると、国際競争力を身につけよう
 と努力している中国のハイテク企業は如何にCVCを活用できるのかという問題を解明するために
 とりあえず、中国のイノベーション政策の下で、VCおよびハイテク企業の発展状況を分析する必
 要がある。
 したがって.第四章で本研究で用いたケース・スタディという研究方法を説明したうえで、第
 五章では中国におけるナショナル・イノベーション・システム(以下NIS)のもとでの研究開発
 状況を解明し、狸産業におけるマーケット指向のキャッチアップモデルを論じた。また今までの
 VCの発展段階と、その発展段階から見た中国におけるCVCの試みを整理した。その上で、第六
 章において方正CVCと聯想CVCの2つの事例研究に基づいて、中国におけるCVC発展のメカニ
 ズムを究明し、経済の発展段階によってもたらされた特性を明らかにしつつ、今後の発展の方向性
 を展望した。
 世界的な競争の激化を背景に、各国において、それぞれに最も適したN聡を効果的に創出しよ
 う、という試みが行われている。中国政府は1978年以後の計画経済下においてMsの改革を断行
 し、改革開放政策の流れに沿って、研究機関の整理や大学での研究成果の産業化も視野に入れた研
 究重点化を図っている。とりわけ、85年の「科学技術体制の改革に関わる中共中央の決定」は、大
 学や主要な研究機関の研究能力を最大限引き出すための制度改革の出発点になった。そうした中で、
 ハイテク政策の一環として、中国はiTといった先端技術分野での研究開発を重点的に押し進めて
 いる。特に産学官の連携の下、大学出資の企業であるいわゆる「校弁企業」、研究所からスピンオ
 フした企業、民間ベンチャー企業などがめざましい成績を上げている。これらの企業は研究開発を
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 IT事業を中心として、金融及び従来型産業への事業展開を図ることを目指している。また、大々
 的な企業再編を行ない、方正産業、方正金融、方正軟件、方正投資の四事業体制を確立。グローバ
 ルな企業集団に成長させるとの方針を示している。逆に聯想集団は多角化を放棄し、PC事業を中
 心に追求する姿を現している。このように、両企業はCVCの投資目標が異なる原因も明らかになっ
 た。
 第七章「結論と今度の課題」で得られた知見を総括した上で、中国CVC発展の限界をまとめて、
 今後発展の可能性及び課題を述べた。今日、中国のVC発展はまだ初段階である。さらに中国の
 NISは、先進国に比べて遅れているところも多い6また、モジュラリティー。技術の国際化と1T
 は、現時点での中国の発展パラダイムにおける3つの鍵となる要因だと思われる。とりわけ、IT
 産業は海外との知識ネットワークを生かしたいくつかの突出した分野で急速なキャッチアップが行
 われているので、CVCの戦略の重要性がまだ生かされていない。
 CVCは、アメリカでは極めて一般的となった手法であり.インテル、シスコ、デルなどは、有
 望なベンチャー企業への投資と買収によって、新規技術獲得を繰り返して成長してきた。今日、中
 国は科学技術を巡る根本的な制度設計という大きな課題を背負いながらも改革を着実に進めている。
 優秀な人材及び大規模な国内市場はCVC発展の可能性を備えている。そこで、VCの発展に伴い、
 自社の研究開発の弱みを補足するため、子会社としてVCを設立し、有望な技術に投資するという
 手法は将来の中国企業のよい選択肢といえよう。研究をさらに推し進め、CVC発展の成功要素、
 中国における社内ベンチャー発展の可能性を探ることが今後の課題である。
 論文審査結果の要旨
 本稿は、アメリカで発展したコーポレート・ベンチャー・キャピタル(CorporateVenture
 C&pita1,CVC)の展開を理論的に整理・モデル化し、これを中国の二大CVCであるFounder
 CVCとLegendCapita1に適用することにより、両CVCの特徴と・中国におけるCVCの機能と
 現段階の問題点を理論的に明らかにしつつ、CVCをも取り込むことになった中国における
 NationalInnovationSystemの特徴を解明しようと試みた論文である。
 第1章で本稿の課題が示されたのち、CVC機能モデル化のため、Ven七ureCapita1(VC)の機
 能をイノベーションの促進として位置付け(第2章)、CVCが、その歴史的展開から、技術情報取
 得機能と金融収益取得機能との統合を通じて、VCと同じくイノベーション促進機能を獲得するに
 至る経緯がアメリカにおけるCVCの歴史的展開過程から帰納的に導出される(第3章)。さらに、
 リソース・ペイスト・ビュー(RBV)に依拠しつつ、イノベーションが組織間連携を通じた資源
 補完により実現される点を明らかにし、VC機能を包摂したCVCの本質的機能が、この組織間連
 携を効率よく実現する手段にあることを論証する。以上の論理実証分析から導出されたCVCモデ
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